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要 旨 超音波内視鏡下穿刺吸引生検（EUS-FNA）にて診断した粘膜内乳頭腺癌の分化型早
期胃癌リンパ節転移の 1 例を経験した．乳頭腺癌は分化型の一部とされているが，内

視鏡的切除にて内視鏡的根治度Aと判定された早期胃癌症例でリンパ節転移を経験したことか
ら，乳頭腺癌の組織型の内視鏡的根治度A症例では内視鏡的根治度Bの場合と同様に，内視鏡検
査に加えて腹部超音波検査，CT検査などで転移の有無を調べつつ経過観察を行うことが望まし
いのではないかと考えられた．本症例の転移リンパ節の診断には，EUS–FNAが有用であった．
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はじめに

　近年，内視鏡的粘膜切除術（Endoscopic mucosal 
resection : EMR）や内視鏡的胃粘膜下層剥離術

（Endoscopic submucosal dissection : ESD）などの
内視鏡的切除術は，リンパ節転移リスクが非常に低
いと推定される早期胃癌病変の一部に対する根治的
治療法として，広く世界に普及している 1 ）．わが国
の胃癌治療ガイドラインでは，早期胃癌病変の中で
もリンパ節転移リスクが非常に低いと考えられる，

2 cm以下の肉眼的粘膜内癌（cT 1 a），分化型癌，
UL０（潰瘍性変化なし）と判断される病変を，
EMR/ESDの絶対適応病変としている．ガイドライ
ンでの分化型には，胃悪性上皮性腫瘍のうちpap（乳
頭腺癌）, tub 1 （管状腺癌：高分化）, tub 2 （管
状腺癌：中分化）が含まれる 2 ）．しかし，この度わ
れわれは，EMRにて切除した早期胃癌病変におい
て，粘膜までの乳頭腺癌でありながらリンパ節転移
を有していた一例を経験した．胃の乳頭腺癌は，分
化型胃癌の一部として取り扱われているものの，手
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報 告

内視鏡的切除後の経過観察中に超音波内視鏡下穿刺
吸引生検法(Endoscopic Ultrasound–guided Fine–

Needle Aspiration : EUS–FNA)にて診断した粘膜内
乳頭腺癌の分化型早期胃癌リンパ節転移の 1 例
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